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quite unique saga as I first wished to. Suffice it instead to cite the following: 
"The composition of Hrafnkatla is unique for conciseness and clearness, but the style,. 
though good, is hardly equal to the composition. The clearness is partly due to the fact 
that it does away with genealogies and minor characters. Instead of these it uses place 
names to good effect. No other saga is proportionally as rich in dialogue (5396). It 
is surprising how, within the narrow confines of the saga, the author succeeds in 
drawing the characters of eight persons, giving the reader the impression that he 
knows their whole lives. In this respect the saga vies with the best modern novelettes. 
Unlike Gunnlaugs saga, Hrafnkatla has no trace of romantic spirit, its heroic realism 
being so convincing that even the book-prosaists (b6kfestu-menn) like Bjorn M. Olsen 
took it to be a saga of tradition, dating from c. 1200. It is Nordal's merit to have 
shown that it is pretty nearly fictions and about a century later." (Stefan Einarsson: 
lstensk Bokmenntasaga 874-1960, Reykjavik, 1961, p. 184.) 
Since the first decades of the last century many experts have studied this anonymous 
saga, and discussed much about it. The most remarkable work among them is, 
in many experts' view, Professor Sigur(lur Nordal's monograph: Hrafnkatla (Studia 
Islandica VII, Reykjavik, 1940), in which the great Icelandic scholar exploded the 
thitherto established theory that the saga was faithful to the local tradition and 
highly historical. A few years ago, Mr Hermann Palsson suggested that the anonymous 
author could be Brandr Jonsson, bishop of Holar (d. 1264), cf. Hrafnkels saga og 
Freysgyolingar, Reykjavik, 1962. Excellent comments are found also in the editions 
by Professor Jon Helgason and by Mr Jon Johannesson in Danish and in Icelandic 
respectively. 
Finally and with discipular affection I wish to thank many of the staff of the Arna-
magnrean Institute in Copenhagen, who have been my guides in Icelandic, for their 
kindness they have shown me. Above all, my gratitude and thanks are due to Professor 
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ここにラヴンケルの物語が始まる
1
　ハッルフレズ（Hallfre5r）という名の男が，アイスランド（lsland）のブレイズ谷（Breiδdalr＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きこリ　　　　　　　　　　　ド
に船でやって来たのは，スヴィーア入の樵夫王オーラーヴ（01afr　tr61elgja）の子，放厩王エイ
ステイン　（Eysteinn　fretr）の子，金払いは畏いが食物惜しみのハールヴダン（HAIfdan　hinn
mildi　ok　hinn　matarilli）の子，狩入王グズルェズ（Guδrφδr　veiδikonungr）の子，黒髪王ハ
ー ルヴダン（H21fdan　hinn　svarti）の子，ハラルド美髪王（Haraldr　hinn懸rfagri）1＞の時
代であった。そこはフリョート谷地区（Fli6tsdalshera6）の下手だった。船には，彼の妻とラヴ
ンケル（Hrafnkell）という名の息子が乗っていた。息子は15歳で，前途有望で才能があった。
　ハッルフレズは農場を建てた。冬にアルンスルーズ（ArnPrit5r）と呼ばれた外困人女奴隷が死
に，このためにここはそれ以来アルンスルーズ屋敷（aArnpr館arstgさum；Arnprd6arsta6ir）2）
と呼ばれている。しかし春にハッルフレズは，屋敷を荒原3）の北方に移し，そこに農場を建て
た，そこは牝山羊谷（iGeitda1；Geitdalr）と呼ばれている。
　さて，ハッルフレズはある夜，ひとりの男が自分の所に来て次のように言う夢をみた。「ハッル
フレズよ，おまえは用心もせず横になっているが，屋敷を遠く海津川　（Lagarfli6t）の西側に移
せ。あそこには，おまえのすべての幸運がある」「その後で彼は限をさまし，トゥンガ（Tunga）の
のラング川（Rang2）5）の向う側に屋敷を移し，それ以来そこはハッルフレズ屋敷（6　Hallfre6－
arstg6um；Hallfreさarsta6ir）と呼ばれている。彼はそこに老人になるまで佐んだ。彼は前の屋
敷に山羊と豚を残してきた。ハッルフレズが移ったその瞬に，地滑りが起り，家を潰し，これら
二匹の家畜が死んだ。そのために，そこはそれ以後牝山羊谷と呼ばれている6）。
註
ヱ）類似の系譜は，Ari　porgilsson：／sledln．aabo’li，　Snorri　SturJusson：ynglinga∫σ8σ，疏肋7伽Ne7zo－
　　egiee，　Monumenta　l2iStOr’iCa　Noruaegiee等にもみられる。しかし，これらの資料では，樵夫王オーラ
　　ヴと放混王エイステインとの間にもうひとりの王として白足王ハールヴダン（Halfdan　hvitbein）が
　　あげられている。これら王の緯名等に関する詳しい記述は，上のスノッリの作品にみられる。
2）作品中にはミ前置詞＋名詞．の地名が散見され，作者の地名に関する関心がみられる。訳者は，地名
　　の主格をも併記している。この種の地名の研究としては，Arnfinn　Brekk：Om　Preepositionsbrztken
　　ved　i＄landslce　og　norslee　ga・ardnavne，1918がある。尚，サーガ申の主な地名の場所については，終
　　りの地図を参照されたい。
3）heiさr（cf・Goth．　haiPi，　OE　hee6，0HG　heida）アイスランドでは，低地の不毛の荒野ないしは丘風
　　をいう。ここではブレイズ谷荒原（Breiさdalsheiさr）のこと。
4）普通名詞の固有名詞化。「舌状のもの，二本の川が合流する地点の土地，砂洲」の意味で，アイスラ
　　ンドの地名に多く用いられている。Cf．　Goth．　tuggo，　OE　tunge，　OHG　zz仰Rga．
5）　「おかしく臨った川」の意・1’angr＜vvangrl　cf・OE　wringan・　MLG　wrank・Goth・wraiqF，　E　wron．crくON・
6）類似の記述が『開拓の書』（Landnamab6fe）にみられる，「男はラヴンケルといい，ラヴンの息子だ
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った。彼は開拓時代に来島した。彼は最初の冬，ブレイズ谷に住んだが，春に山へ登った。スクリー
ザ谷（Skrftrudalr）で休み，眠った。その時，ある男が自分の所に来て，起きてできるだけ早くそこ
を虫るように言う夢をみた。彼は起きて，立去った。彼が去るとまもなく，山全体が上から崩れた。
彼が飼っていた豚と牡牛がその下敷きになった。ラヴンヶルはそれから，ラヴンケル谷を開き，石堤
屋敷（Steinr命sta澁r）に住んだ。」　（Landnama，　p．74　f．点は訳者のもの。）この記述及び他のサー
ガとrラヴンケルの物語』とを比較，照合すると，このサーガを純粋のフィクションとみなすべきで
あるとする学説が妥当に思える。Cf・Hrafnlcatlα，　P・22　f・P・26　f・
II
　ラヴンケルは夏に馬で荒原へ行くのを，常とした。当時，氷河谷（Jgkulsdalr）は橋1）まで全く
開拓されていた。ラヴンケルは，フリョート谷地区を通ってから，氷河谷にまだ未開拓の谷闘が
あるのを見つけた。この谷は，ラヴンケルがそれまで見た谷間のどれよりも關拓に適していると
愚われた。
　さて，家に帰るとラブンケルは父親に財産を分けてくれるように頼み，自分の屋敷を建てたい
のだと語った。父親はこれを与え，ラヴンケルはその谷に屋敷を建て，アザルボール（aAδaL
b61i；Aδalb61「館」）と呼んだ。ラヴンケルは鮭川谷（Lax6rdalr）のスキョルドールヴの娘オッ
ドビョルグ（Oddbjgrg　Skigld61fsd6ttir）を妻とした。彼らには2人の息子があった。年上の
9
患子はソーリ（P6rir）といい，下のはアースビョルン（Asbigm）といった。
　ラヴンケルはアザルボールに住んでから，（異教の神々に）大いに犠牲を供えた。ラヴンケル
はまた，大きな神所を造った。彼はどの神よりもフレイ神（Freyr）2）を好み，自分の貴重品全部
を自分とフレイ神に半分つつにし，これを神に捧げた。ラヴンケルは谷全体を開拓し，多くの者
に土地を与えたが，彼らの主領になることを欲し，彼らに対するゴーズィ権3）を取った。これに
よって縛名をつけられ，フレイ神のゴーズィ4）と呼ばれるようになった。ラヴンケルは非常に横
暴な男ではあったが，才能に恵まれていた。彼は氷河谷の住民をむりやり自分のスィングメン5）
にならせた。自分の部下には親切で愛想がよかったが，氷河谷の住民には苛酷で，頑固で，誰も
彼から公平な取扱いをうけた者はいなかった。
　フリョート谷荒原（Fli6tsdalsheiδr）は通り抜けるのが容易でなく，石が多く湿っぽかった。
それにもかかわらず，ラヴンケル父子は仲がよかったので互いに訪ねあった。この道はハッルフ
レズには通るのが厄介に感じられ，彼はフリョート谷荒原にある山を越える道を探した。もっと
乾燥した遠廻りの道をそこでみっけた。それはハッルフレズ道（Hallfre6argata）とll乎ばれてい
る。この道を通るのは，フリョート谷荒原を非常によく知っている者だけであった。
註
1）Br血この橋は，天然の石橋で，18世紀前半に崩れ落ちてしまったといわれている。
2）北欧神話における豊穣と平郵の神。ヴァン神（sg・・vanr；pl・vanir）　＝＝ヨルズ（NigrtSr；cf・Nerthzts　in
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　　Tacitus：Germαnia）の息子で，愛の女神フレイヤ（Freyja）と兄妹である。『セームンドのエッダ」
　　（Seemundar　Edda）中の「スキールニルの：旅」　（Fgr　Sktrnis）及び「ロキの喧嘩」　（Loleasennの
　　等に，この神が詳しく描かれている。Cf。　Jan　de　Vries：Altgermanzsche　Rel・igionsgeschichte2∬，
　　Berlin，1957，　p．163　ff．　Folke　Strbm：Nordisle　hedendoM2。　Gdteborg，1967，　p．175　ff．
3）90さo充「ゴーズィたること，ゴーズKの権利・地位・支配地区」　（＝mannaforraさ）。ゴーズィ（sg．
　　gotSi；p1．　goliar，　cf．　Goth．8「ltdjo）とは本来，異教の儀式を司る僧偶であったが，共和国時代（1262
　　年まで）のアイスランドでは盤俗的権力をも有した主領をいい，この共和国の実質的な支配者であっ
　　たといえる。その起源は，開拓時代（LandnamatitS　c．870－c・930）の初期にすでに認められる。アイ
　　スランド最初の法令集たるウルヴーリョ’一｝・法（Ulfij6tslg9）が制定された頃（c．930）は全島あわ
　　せて36のgoさo充があったと推定される。その数は蒔代が下るにつれて増し，965年頃には39，1005
　　年には48になった。この制度は，1271年にノルウェー法Jamsiさa（“lroR　Side”）がアイスランド
　　に適用されるに及び，廃止された。
　　　＝“　pmズィの部下あるいは支持者はスィングメン（s9，ρ加8初妬r；pL　pi7z．umemz）とよばれた自営農
　　民である。爾者の関係は一種の契約関係であって，封建制度にみられる主従関係ではなかった。スィ
　　ングメンのゴーズィに対する主要な義務は，民会（ping）ヘゴーズィに同行し，これを民会で支持する
　　ことであり，それに対してゴーズィは彼らを保護し，ggtSortsにおいて警察権を行使した（共和国時代
　　のアイスランドには，公的な行政機関は存在しなかった）。ゴーズィはそのほかに，地区民会（heratss一
　　ρ融g）を主宰し，大民会（Alpingi）において立法者の役割を果し，また判事を指名した。
　　　gotSorifは大体において，開拓時代以来の有力者の子孫が代々相続したが，売買・貸借・分割する
　　ことができた。しかしながら，これは原則として，veldi　er　Pat，　en　8忽’fti（権力であって，財産で
　　はない）一十分の一税法一，であった。Cf．　KLIVM　Bd。　V．1960，　c◎1．363　ff．
4）FreysgotSiこの縛名はP6r5r　gzurarsonにもつけられた（Landndma，　p．3G）．　Cf．　IHf’afnhαtia，　p．　32，
E．H。　Lind：　1V：oγsた一isldndslea　Personうinamn　〆｝．dn　medeltiden．　1920　f．
5）註3）を参照されたい。自営農民は，ゴーズィとスィングメンの関係の性格から判断して，自分の住
　　む地区外の主領をその保護者・擁護者として選ぶことも可能であったが，これは突用的な理由から実
　　際は行われることがまれであったと考えられる。
III
　ビャルニ（B圭ami）という名の男がいた。彼は泉屋敷　（at　LaugarhGsurP．；Laugarh血s）　と呼
ばれる農場に住んでいた。それはラヴンケル谷（Hrafnkelsdalr）の側にあった。ビャルニは結
婚していて，妻との間に二人の息子があった。ひとりはサーム（samr）といい，もうひとりは
エイヴィンド（Eyvindr）といって，美男で，末頼しい男達だった。エイヴィンドは父親と家に
いたが，サームは結婚して谷の北側の遊び小屡（aLeikskalum；Leikskalar）と呼ばれた屋敷に
住んで，非常な財産があった。サームは非常に横暴な男だったが，法律に詳しかった。一方エイ
ヴィンドは商人になり，アイスランドからノルウェー　（N6regr）に出かけ，冬はそこに滞在し
た。彼はそこから諸国に旅し，ミクラガルズ（Miklagarδr）1）に滞り，そこでギリシャ人の王か
ら大いなる栄誉を得て，しばらく住んだ。
　ラヴンケルは，他のよりも立派と思われる家畜を所有していた。それは馬で，色はネズミ色で
背中に黒い線が一本はしっていた。彼はそれをフレイファクスィ（Freyfaxi「フレイの馬」）と
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呼んだ。彼はこの馬を，友人たるフレイ神に半分捧げた。彼はこの馬に非常な愛情をもち，自分
の意志に反してこの馬に乗った老は殺すという誓いをたてた程だった。
註
1）　「大都」の意。東ローマ帝国の首府コンスタンティノープルをいう。エイヴィンドや，後出のソルケ
　　ル＝シォ・’一スタルソンのコンスタンティノープル滞在は，フィクションであろう　（Cf．　Hrafnhatla）t
　　P・24）・アイスランド人が東ローマ皇帝の親衛隊（Veeringjar）の一員として活躍した記述は，他のサ
　　ーガにもみられる（Exx．　Snorri　Sturluson：Haralds　saga　hartrr66aのHalld6r　Snorrason，　LaxdαeSff
　　sagaのBolli　Bollason，　Nj6tLs　sσ9σのKolskeggr　Hamundarson）．
Iv
　ソルビョルン（Porbigrn）という男がいた。彼はビャルニの弟で，ラヴンケル谷にある丘（at
H61i；H611）という屋敷に住んでいた。これはアザルボールに対して東側にあった。ソルビョル
ンはあまり財産をもたなかったが，子福者だった。憲子のひとりはエイナル　（Einarr）といっ
て，長子であった。これは大きくて頑丈で，仕事をよく仕込まれていた。
　ある春のこと，ソルビョルンはエイナルに奉公先を探してはどうかと書った。
　「というのは，〈ここにいる〉連中以外に手助けはいらん。またおまえは仕事を立派に仕込ま
れているのだから，奉公先はいっぱいあるはずだ。おまえを手離すのは，わしにおまえに対する
愛溝がないからではない。なにしろおまえは，わしの子供の中で一番役に立つのだから。むしろ
わしの無能力と貧乏のためだ。他の子供達が手助けになってくれるし，おまえの方がこの子供達
よりも奉公に向いている」
　エイナルは答える，「今頃そんなことを言うのは遅すぎるよ。いい奉公先はとうに他の連中が
取ってしまっていて，今残っているのは悪いところだけだと愚うよ」
　ある日，エイナルは馬を出してアザルボールに行った。ラヴンケルは女部屋1）にいた。彼はエ
イナルにやさしく愛想のよい挨拶をした。エイナルは，ラヴンケルの所に奉公を求めたのだった。
　彼は答えた，「おまえなら誰よりも真先に雇ったのに，どうしてこんなに遅く奉公を求めてき
たんだ。今はもう奉公人を全部雇ってしまっている。たったひとつ，おまえがやりたくないよう
な仕事を除いてはな」
　それはどんなものかと，エイナルは訊ねた。
　ラヴンケルは，羊番をする者をまだ雇っていないが，それには仕事上手の男が必要なのだと言
った。どんな仕一事でもかまわないが，二期2）の住込みをしたいと，エイナルは言った。
　「おまえに今すぐ条件をだそう」とラヴンケルは言った，「おまえは五十頭の羊を山小屋にお
ってゆき，夏に使う薪を集めにゃならん。これをおまえは二期分の仕事としてやる。ところでお
まえに，他の奉公人と岡様にあることを覚えていてもらいたい。フレイファクスィが仲閣の馬と
140
谷を歩いている。これにおまえは冬も夏も気をつけにゃならん。ひとつおまえに警告しておきた
かことがある。どんな必要に迫られようとも，おまえにこの馬に乗ってほしくない。わしはこれ
について，この馬に乗った者は殺すという堅い誓いをたてているのだから。．この馬には十二頭の
牝馬がついている。このうちどれでもおまえのすきなのに，夜でも昼でも乗っていい。わしの雷
ったようにやれ。『他人の言うことに気をつける者は悪い目にはあわない』という古い諺3）もあ
る。これで，わしがどんなことを誓ったかわかったな」
　他にも沢山いるのなら，なにも自分に禁じられている馬に乗る程悪意のある自分ではないと，
エイ，ナルは言った。
註
1）stofa（pl．　stofur，　cf．　OE　stofa，　stofu，　OHG　stuba）この藷はONでは，　sle61i「広間，男部屋」の
　　対語として「婦入のいる居間」の意で使われることがよくある。Ex．　ganga　inn　ole，finna　stofu，　Par
　　satu　leon　zto’tvser（彼らは中に入り，二人の女がいた女部屋をみつける）－Feerayin．cra　saga，　ch．　41．
2）　1期（癬ssθ1ゼくPN＊漉ssヴd7∫「季節の移り変り」が原意，　cf，　OE　missere）．「6ケ月，半年」を意味
するが，よく複数（7nisser’i）で「12ケ月，1年」をも意味する。Ex．　FceYeNLn・gew　1雌α廼〃尭ゴ¢gπ2伽
　　misse」’um（フェ・－m一人は一年中肉を食べている）－Feer¢y　inga　saga，　ch．248．
3）fom　orさskvi翫このサーガ作者は諺に格別の興味を示し，　chs・VII，　X，　XIV，　XV，　XVH　にも諺があ
　　る。
V
　エイナルは，衣類をとってくるために家に帰ってから，アザルボールに戻った。その後，彼は
ラヴンケル谷の上手にある石牧草地小屋（盗Gri6tteigsseli；Gri6tteigssel）と呼ばれている山小
屋に羊をつれていった。夏にエイナルにはすべてがうまくゆき，真夏1）まで羊がいなくなること
は全くなかった。ところが，ある夜三十頭程の牝羊が消えてしまった。エイナルは牧草地を隅な
く探したが，一頭も見つけられなかった。こうして約一週間，羊は行方不明のままだった。
　ある朝，エイナルは早く外に出た。その蒔には南霧2）が晴れ，小雨も上っていた。棒と手綱と
鞍敷を手にもち，彼は石牧草地川（Gri6tteigs6）を渡った。この川は山小屋の前を流れている。
ところで砂洲には，夕方小屋にいた羊がうずくまっていた。エイナルはこれらの羊を小屋におっ
てゆき，行方不明になっている羊を探し始めた。砂洲に一群の馬がいるのを見，どれか馬を捕え
て乗ることを考えた。歩くよりも馬に乗ったら，もっと速く進めることは確かだと思ったのであ
る。彼は馬に近づき，追いかけたが，人に乗られる習慣が全然ない馬は怖じた。しかし，フレイ
ファクスィー頭だけは別であった。これは，まるで地に埋められてしまったかのように，おとな
しかった。
　エイナルは，朝が過ぎているのを知り，たとえ自分がフレイファクスィに乗っても，ラヴンケ
ルはわからないだろうと思った。そこで彼はこの馬を捕えて手綱をつけ，背に鞍敷をおいた。彼
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は石川渓谷（Gri6t5rgil）に沿ってゆき，氷河に達し，氷河川　（Jgkulsa）が氷河に入る所で氷
河沿いに西に向い，それから川に沿って煙小屋（Reykjase1）に来た。エイナルは，誰か例の羊
を晃た者はないかと，小屋にいた羊飼い達にきいたが，誰も見なかったと言った。
　エイナルは，明け方から夕方七時3）頃までずうとフレイファクスィに乗っていた。馬はいやが
りもせず，エイナルを遠く，広く乗せて歩いた。エイナルはまだ羊を晃つけ出さなかったが，家
にく帰らねばならぬ〉時劾で，残っている羊を小屋におってゆくかねばならない〉ことに気づい
た。こうしてエイナルは，馬で東に向って山の背を越えてラヴンケル谷へと下っていったが，彼
が石牧草地（Gri6tteigr）に来た時，前に通った渓谷の上手で羊の鳴くのを聞いた。彼がそっち
に方向をかえると，三十頭の羊が自分の方へ走ってくるのを見た。これは，一週間前にいなくな
った羊であった。こうして彼はこれを小屋に戻し，他の羊といっしょにした。
　フレイファクスィは，全身汗でびしょびしょに濡れ，汗が毛一本一本から滴る程で，非常に汚
れ，疲れきっていた。馬は十二回程転がってから，大きな噺きをあげた。それから道をすごい勢
いで走り出した。エイナルは馬を追いかけ捕えて，群に戻そうとした。しかし馬は，エイナルが
とてもその側に寄ることなどできない位に怖えきっていた。
　フレイファクスィは谷を駆けおりてゆき，アザルボールにくるまで途中止まらなかった。その
頃，ラヴンケルは食卓についていた。馬は戸の前にくると，ひどく高く噺いた。
　ラヴンケルは給仕していた女中に，戸の所に行くように言った，「馬が蹄いているが，わしに
はフレイファクスィのように思われるのだが」
　女中は戸の所に出てゆき，フレイファクスィが大変汚れているのを見た。女中は，フレイファ
クスィが外にきており，非常に汚れた格好をしていると，ラヴンケルに言った。
　「あの馬は家に帰ってきて，何をしたいというのだろう？」とラヴンケルは言った。「いいこ
とではなかろう」
　そこで彼は外に出てゆき，フレイファクスィを見て話しかけた，「息子よ4），おまえがこんな
具合に仕打ちをされたとは全く不快なことだ。でもな，わしに話せば，おまえの気持は楽になる
というものだ。この仇はきっと討ってやる。おまえは仲間の所に戻れ」
　馬は鷹ちに谷を上ってその群の所にいった。
註
1）　mitSsumar　6月13属～20揖の1日である。　Cf．　Martin　P：n　Nilsson：Tidsregning．（Nodis｝e　Kztitur
　　XXI）．1934，　p．64，　p．70．
2）SUimaPoka南の方向から流れてくる霧。
3）　1日の時刻は，太陽の位置によって決定された。したがって夏と冬では最高1時間程度の誤差が生じ
　　ることになる。rismal（「起床の時刻」の意）は，夏では午前5時頃だが，冬では午前6時頃になる。
　　dag磁1（「昼食」，＝Lat．　lzo7’a　tertia－Hoi・nilzttb6k，　ch．142）は，夏では8時半頃で，冬では9時
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　　　　　　　　　　　　　　北nor5r（mits　n6tt　OO．00）
　　　　藤櫨灘鱗：：来諜灘薦∵
　　　　　　　　　　　　　　　爾　suさr　（hゑdegi　12，00）
　　半頃になる。eykt（その意味について定説はない。　Cf．　AEW　P．107，辺O　P．135）は，　Hの短かい
　　冬では午後2蒔半頃だが，逆に夏では午後3時半頃になる。mitSr　apta㎜（「真夕方」）は，冬では午
　後6蒔頃，夏では7蒔頃になる。時刻と太陽のある方向を，大体上のように図式化できる。
4）原テキストでは，　「わが養子よ」　（ルs’ガminn）となっている。ラヴンケルが，いかにこの馬をか
　　わいがっていたか，これによってわかる。
VI
　ラヴンケルは夕方床につき，その夜はぐっすりと眠った。しかし朝には馬を出させ，鞍をつけさ
せて，由小屋に上っていった。彼は黒っぽい服装で1）畠かけた。手には斧をもっていたが，他に
武器はもたなかった。エイナルはその頃羊を園いに入れたところだった。彼は囲いの柵にあがり．
羊の数をかぞえていた。召使い女達は乳を搾っていた。彼らはラヴンケルに挨拶した。彼は使用
人達に，どんな具合か訊ねた。
　エイナルは答える，「わたしはとんだ目にあいました。三十頭の牝羊が一週間近くも見えなく
なったんですから。でも今は見つかっています」
　そんなことを責めはしないと彼は言った，「ところで，それよりも悪いことは起らなかったか？
羊が行方不明になるのは，思ったよりもそうしばしばあったわけでもあるまい。しかし，おまえ
は昨日フレイファクスィに乗りはしなかったか？」
　彼は，自分はそれを否定できないと言った。
　ラヴンケルは答える，「おまえに許された馬が他に沢山いるのに，どうしてこの禁じられてい
る馬に乗ったのだ？　もしわしがあれほどに堅く誓っておらねば，おまえがあっさり白状したこ
とだし，今度だけ詐してやりたいのだが」
　しかし，厳粛な誓いのために呪われる者には砥なことはないという信念から，ラヴンケルは馬
からエイナルの所にとびおり，これに致命の一撃をあびせた。
　ラヴンケルは，事をかように片づけてからアザルボールに戻り，この出来事を語った2）。それ
から他の男を山小屋の羊の所にゆかせた。しかしエイナル（の死体）は山小屋の西にある坂へと
運ばせ，墓の傍に石塚を建てさせた。これはエイナル塚（Einarsvarδa）と呼ばれており，　この
上に太陽がくると山小屋では「真夕方」と考えられている。
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註
ユ）fblam　kleetsum；bldr　l・rk語原的に，　OE　bleew，0耳（｝∂140と同じく「青い」の意である。この語はし
　　かしながら，「暗い，黒い」の意に用いられることも珍しくなく，以下のような例がある。blar　hrafR
　　「黒い鴉」，　blar　sem　kol「石炭のように黒い」，　blamaさr「黒人」，　Blaland「北アフリカ，エチオ
　　ピア」，Haraldr　blatgnn「黒い出歯のハラルド」（＝ハーラル青歯王，デンマーク史初期の王）。
2）　次章の註1）を参照されたい。
VII
　ソルビョルンは，丘屋敷で息子エイナル殺し1）を闘いた。彼はこの出来事のため，大層悲嘆に
くれた。さて，ソルビョルンは馬を出してアザルボールに行き，ラヴンケルに息子殺しの補償を
要求した。
　彼は，今度ばかりでなくほかにも多く人を殺してきたと言った，「おまえは，わしが誰にも補
償を与える気のないのを知らぬわけじゃあるまいし，これをみんな我慢するようになっている。
だが今度わしのやったことは，これまでやってきた人殺しの申で最も悪かったように思われる。
おまえは長い間わしの隣人だし，おまえには十分満足している。これは，お互いにそうだ。もし
くあいつが〉あの馬に乗りさえしなかったら，わしとエイナルの間にはとるに足りないことしか
起らなかったろう。しかしわしらはよく，口数の多いことを後海せざるを得ないことがあり，多
くよりも少なくしゃべるのを悔まねばならないということは滅多にない。今度わしのやったこと
は，これまでやったことのどれよりも悪いと思っているのを示そう。夏には乳を出す家畜で，秋
には潰した家畜でおまえに償いをしよう。またおまえが（この屋敷に）住んでいたい間は，おま．
えを養おう。わしが面倒を見て，二人でおまえの息子・娘に仕事を晃つけてやり，また彼らが楽
な生活ができるように後楯もしよう。わしの所有物であるのを知っているもので，おまえが必要
とするもの全部をわしに言ってくれ。そうすれば，おまえは必要とするものに長いこと困らんだ
ろう。おまえはすきな闘は（ここに）住み，それにあきたら向うに（おまえの家に）行ったらい
か。わしはおまえを最期まで面倒みよう。こういうことで和解しよう。多くの者が，あの男はと
ても高くついたと言うことだろう」
　「わしはこの条件が気にいらん」とソルビョルンは言う。
　「では何を望むのだ？」とラヴンケルは雷う。
　そこでソルビョルンは言う，「わしは，他の連中をわしらの聞にたてたらと思っている」
　ラヴンケルは答える，　「おまえはわしと対等だと思っているのだな。だが，わしらはそんなふ
うには和解できんぞ」
　そうしてソルビョルンは立ち去り，地区を通っていった。彼は泉屋敷に来て，兄のビャルニに
会い，この出来事を詣し，この件で何か援助をしてくれるように頼んだ。
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　ビャルニは，自分はラヴンケルと争える位に彼と対等でないと言った，「しかし，たとえわし
らが大金をもっていても，ラヴンケルとは争えないだろう。『己を知る者は賢い』ともいうし
な。裁判であいっは，わしらよりもはるかにカのある者を多く困難に陥れてきている。そんなに
いい条件を拒んだとはおまえは思慮が足りなかったと思うな。わしは，このことには関係したく
ない」
　そこでソルビョルンは兄にこっぴどい言葉を浴びせ，兄の度胸はことが危くなればなる程なく
なってゆくと言った。こうして彼は去ってゆき，兄弟は不仲のまま別れてしまった。
　ソルビョルンは，途中休みもせず遊び小屋屋敷に来て，戸を叩いた。誰かが戸の所にやってき
た。ソルビョルンは，サームに外に出てくれるように頼んだ2）。サームは叔父に懇ろに挨拶し，
自分の所に滞るようにと言った。ソルビョルンはこれをいささか冷たく受けた。サームはこのソ
ルビョルンの気落ちに，気づいて，消息を訊ねた。彼は息子エイナル殺しを伝えた。
　「ラヴンケルが入を殺したとしても大したニュースではない」とサームは言う。
　ソルビョルンはサームに，自分に何か援助を与えてくれるかどうか訊ねた。「この事件は，
（殺された）男はわしに一番近しい者だが，（死の）一撃はおまえ達にも遠くはない3）という案
配になっている」
　「ラヴンケルに補償を求めてみたのか？」
　ソルビョルンは，自分とラヴンケルとの間に起ったことをありのままに語ってきかせた。
　サームは轡う，　「あんたのようなひとにラヴンケルが何かを申し出たとは，きいたこともなか
った。それでは，わしがあんたと一緒にアザルボールに行き，ラヴンケルと控え目に話をし，ま
だ申し出を守るつもりかどうか見極めよう。いずれにせよ，ラヴンケルはよくするだろう」
　ソルビョルンは雪う，　「もうラヴンケルはその気ではないし，わしもあそこを後にしてからそ
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れを考えもしとらん」
　サームは言う，「裁判でラヴンケルと争うのは，わしにはむつかしい」
　ソルビョルンは答える，「何でもおまえらの眼には大きくみえて4），おまえら若い連中は成功
など覚束ないだろう。おまえのような男共は礁な具合には振舞えんのだろ。おまえは法律に詳し
いようだし，っまらぬことにはよく関係する。しかしこのはっきりした事件を引受けたがらな
い。それでおまえは大変な責めを受けるだろうし，それは当り前のことだ。なにしろおまえは，
わしら一族で一番のでしゃばりだからな。成行きがどうなるかみることにしよう」
　サームは答える，「わしがこの訴訟を引受けて，わしらが裁判を（途中で）諦めざるを得なく
なったとしたら，一体あんたはそれ以前よりもどれだけの利益を得るというのだ？」
　ソルビョルンは答える，「そうだったとしても，おまえが訴訟を引受けることが，わしには大
きな心の慰めとなるのだ。物事はならねばならぬようになるだろう」
　サームは答える，「わしは不本意ながらもこれを引受けよう。これは，あんたとの親類関係の
ためにやるのだ。あんたは，　（わしがこうするのは）あんたのような馬鹿者を助けるとしか思っ
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ていないということを，承知しなければならん」
　それからサームは（ソルビョルンに）手を差出して， ソルビョルンの訴訟を引受けた5）。
註
工）vlg（Cf．　OE，　OHG　Ut．a）殺人行為直後に加害者が現場から遠くとも3番目の屋敷まで来て，その行
　　為を公けにすれぱ（動詞Z廊σvigi，名詞vigtNsing）それは法的にvigと呼ばれた。加害者は法に
　　したがって訴えられるが，もし訴訟人や被害者の身内の同意があれば，補償で解決できた。この殺人
　　行為は，法的に何ら悪い行為ではなかった。もしvfglYsing（「殺人公表」）が行われないと，こめ行
　　為は法律上mQrさであり，加害者は定norさvargr（「人殺し」）と呼ばれた。この場合，加害者は法律
　　の保護外におかれ，被害者の身内から復讐されるのを予想せねばならなかった。夜間人を殺すこと
　　（nattvig）や，眠っている人を殺すのもmortsと規定された。以上2種の中聞の殺入行為に，　launvfg
　　といわれるものがあった。この場合，加害者はその行為を公表しないが，被害者の死体の傍に加害者
　　が誰であるかはっきりわかる剣などの証拠物を残しておいた　（Pat　V6rte　ieQlluts　tat〃nvfg　en　ehlei
　　伽痴，e2’　menn　ggtZt　v6Pn　ePtir　i　beinni　standa（ひとが武器を死体のところに残した時は，launvig
　　と呼ばれてmor6とは呼ばれなかった）－Gisla　saga，　ch．22）．
2）ソルビョルンは，サームと秘密の話をしたいために，戸外に出るように頼んだわけである。たとえ，
　　その家に広間（skali）も居聞（stofa）もあったとしても，その中には普通家族や使用人がいて，二
　　人だけで話をすることはできなかった。
3）er　y旋eigi　fjarri　hgggvit「殺された者は，おまえ達にとっても近親である」の意。ビャルニとソル
　　ビョルンは兄弟であり，サームとエイナルは従兄弟同士になる。
4）y6r　vex　alt　i　augu「あらゆることがむつかしすぎてやれないと，おまえ達は思うのだ」の意。’
5）ラヴンケルに対する血讐を行えるのは，法的には一等親たる父親のソルビョルが第一位である。しか
　　し，ここに述べられている手続を経て，復讐の権利と義務はサームに譲られたわけである。
VII亙
　サームは馬を出させて，谷を上っていった。ある農場にくると，殺人事件を公けにし，ラヴン
ケルに対抗すべく部下を得た。ラヴンケルはこれを聞き，サ・一ムが自分に対する訴訟を引受けた
とは笑止千万なことだと思、った。
　さて冬は過ぎて，春に召喚日がやってきた時，サームはアザルボールに上ってゆき，ラヴンケ
ルをエイナル殺しで（民会にブ召喚しtc　1）。その後サームは谷を通り抜けて，自分の証入に民会
行きを求めた。そして皆が民会行きの準備を整えるまで，彼は静かにしていた。
　その頃ラヴンケルは部下を谷中に送り，部下を呼び集めた。彼は七十名のスィングメンを連れ
て出発した。彼の一行は東のフリョート谷を越え，川の上手を廻って，スクリーザ谷（Skrfδu－
dalr）「山崩れの谷」）への屋根を横断した。さらにスクリーザ谷に沿って上ってゆき，南の斧ケ
原（φxarheiさr）を越え，牝熊湾（Berufigrδr）に出たが，そこからスィーザ　（Sfδa「沿岸，海
岸地帯」）へは大民会（Alpingi）へ行く道があった。大民会広原（pingvglir）2）まで，プリ欝
一
ト谷から17　Hの行程である3）。
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　ところで，ラヴンケルが地区を出た後，サームは自分の所に部下を集めた。彼は，放浪者4）を
一番多く旅に連れてゆくことになった。すでに召集してある農民も一緒だった。彼はこの部下に
武器・衣服及び食糧を与えた。サームは谷から（ラヴンケルとは）別の道を行った。彼は北へ橋
まで行って，これを渡り，そこから茜ケ谷荒原（Mg6rudalshei6r）を越えて，夜は茜ケ谷（MQ一
δrudalr）に泊った。それより広肩台　（Herδibreiさstunga）に達し，黒ケ嶽（Blafell）を越え，
曲り谷（Kr6ksdalr）に入り，南のサンド（Sandr「砂」）に来て，サンド丘（Sandafel1）に行き，
そこから大民会広原に到着した。ラヴンケルはまだそこに来ていなかった。ラヴンケルは還廻り
をしたので，時間がかかったのである。サームは，東部地方の人々（Austfirさingar）がいっも天
幕を掛ける所から近くない場所に，部下のための小屋に天幕を掛けた5）。ラヴンケルは，しばら
く遅れて民会に到着した。彼はいつものように天幕を掛けた。そして，サームが民会に来ている
のを聞き，それを笑止千万なことと思った。
　この民会e）には非常に多くの入が集まった。そこには，当蒔アイスランドにいた主領の大多数
が来ていた。サームは主領金部に会って，自分への援助と支持を頼んだ7）。しかし皆，隅じ答え
をした。ラヴンケル＝ゴーズィと争って熱分の名誉を危うくする程サームとは親しくない，と雷
ったのである。ラヴンケルと民会で争ったものの大多数はみんな同じ目にあっている一ラヴンケ
ルはすべての者に自分に対して起した訴訟を放棄するように脅かしてきたとも主領達は言った。
　サームは自分の小屋に戻った。二入の親威は，塞ぎこんでしまい，自分達の訴訟が恥辱と不面
目を得るだけに終るのではないかと懸念した。二人は非常に心配で夜も眠れず，食事も喉を逼ら
ぬ程だった。何故なら，援助を与えてくれるだろうと期待していた主領も含め，どの主領も彼ら
に援助を拒否したからである。
註
1）　こ．れは，ラヴンケルを訴えるのに不可欠の手続きである。963年頃に，「殺入事件は召喚の場駈に最
　　も近い畏会に訴ねばならない，との法律があった」（lsteizdin・gab6ie，　P．20）．この法律は，物語の主
　　人公達のうち実在の肯定されている者達が生きていたと推定される十世紀前後にまだ有効だったと考
　　えられる。したがって，この事件は金国的な大民会でではなく，地区民会で扱われるべきものであ
　　る。
2）ここは大民会が開かれた場所である。その略図は，山室静Eアイスランド』　（紀撰国屋新書，1963
　　年，59頁）にあるので参烈されたい。詳しい地図は，たとえば，　Matthias　p6rifarson：pゴπ8び∂〃πフ㌔
　　Alpingisstatsurin？z　forni，　Reykjavik，1945にある。　（いずれも原著者の許可を得てないので，ここ
　　には載せていない。）
3）Su旋6r　Fli6tsdal　eru．xvij．　dagleiさir　2　Pingvgll．サーガ作者が距離算出の出発点をフリョート谷に
　　しているので，彼はこの谷の出身か，催民であったかもしれない。この作者は，フリョート谷の地理
　　に関して非常に詳しい。Cf．　Hrafnfeatla，　p．69．
4）einhleypingr（PL　einh．leyPingar，　cf．　Sc◎ttish　landtouper．「一人でとび歩く者」が原意）結婚せず，
　　自分の土地を所有しない者。髄andi（「定住する者，農民，自作農」）の対語。
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5）tjalda（ba5）主領など有力な人物は，大民会や地区民会のような定期的会議の開かれる場駈（P加g－
　　stalir）に会議の期間中自分の支持者や家族を収容する建物（bit5）を所有していた。この建物は屋根
　　がなく，単に4っの壁だけであるため，使用する場合には，天幕で屋根を作り，壁には壁掛けを掛け
　　　た。
6）　この民会が，前後関係からみて，地区民会ではなくて大民会であることは自明であろう。開拓時代の
　　　アイスランドには，全島共通の法律も，国家機関もなかった。930年頃ウールヴリョート（Ulfij6tr，　c．
　　864－930）が西部ノルウat．一のグーラ民会法（Gulapingslg9）に範をとって編んだ法（Ufij6tslg9，　c・
　　930）に基づいて設置されたのが，この大民会（Alpingi，　M　AIping）である。この全国的な立法機
　　関には，すべての自由民が参加することができた。その長は1ggsggumaさr（「法を語る者」の意）と呼
　　　ばれ，共和国時代の唯一の公職であった。その主要任務は，国法を毎年三分の一つつ民会広原の
　　Lggberg（「法の岩」）で朗調し，法律に関する質問に答えることだった。その任期は3年であったか
　　　ら，一任期中に国法全部を語ることになる。この古い大民会は1800年に廃止されるまで存続したが，
　　その独立的機能は共和国時代の終了　（1261　－64）と同時に失われた。大民会での出来事で，アイ
　　スランド史上記憶されるものとして，イ）全島の四地方分割（960－6δ），ロ）キリスト教の採馬
　　　（c．1000），ハ）第五裁判所（Fimtard6mr）の設置（c．1004），二）ノルウェー王聖オーラヴのアイ
　　スランド併合拒否（1024），ホ）十分の一税導入（1096），へ）法命の成文化（1117）などがある。
　　　アイスランド人にとって大民会は単に政治的意義を有しただけではなく，ここはまた彼らの社交の
　　場でもあった。年に一度，彼らが夏に民会広原に全島から集い，知己との友誼を暖ため，情報を交換
　　　しあい，スポーツを競い，男女が将来の相手をみつける光景をサーガの到る所にわれわれはみること
　　ができるのである。
　　　　このサーガの作者は法律について殊更の興味をもっていたようで，大民会の描写はサーガ文学にお
　　　いて，il＝“ヤールの物語滋（Nj6ts　saga）と双壁をなしている。Cf。　KLIVM，　Bδ。1，1956，　col．123
　　　ff．，　Matthias　p6rharson：pingvUJtur，　Reykjavfk，1945．
．7）ソルビョルンとサームは，ラヴンケルのゴーズィ地区の住民である。今二人は身内のエイヴィンド
　　の復讐をするために，自己のゴーズィたるラヴンケルを訴えようとしている。これに成功するために
　　は，この横暴な主領を圧するに足る程の支持を他の主領からうけねばならなかった。ある主頷が，あ
　　るスィングマンが自分のゴーズィに敵対するのを助けることは，そのゴーズィから敵とみなされるこ
　　とを覚悟せねばならなかった。特にそれがラヴンケルのような理不尽の主領である場合，他の主領は
　　干渉したがらなかったのは当然であろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）
148
工CE　　LAN　　　D
，f1，，δ・
EAST　QUARTER　OF　ICELAND
騰灘
一一　　　輔
　　　　　　　　　　　　　－i
雛
灘懲
無穫護琴≡
　　　　　　　　　　　　　　　　＿⇒
一一
難灘難
霞鷹
鑛
　
　
ホ
ニ
「譲
鋤
鍛
潔
戴
禦
颯
箋
藤
難
（by 　ceurtesy　of　Professor　J6n　Helgason，1968．）
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